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全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
が
、四
日
市

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。全
国
か
ら
約
１
０
０
０
名
の

選
手
の
参
加
が
あ
り
、体
育
館（
四
日
市
市
総
合
体
育

館
）は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。未
来
の
日
本
選
手
団
を

支
え
る
大
勢
の
ち
び
っ
子
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。三
重
県
の
歴
代
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
３
連
覇

の
吉
田
沙
保
里
・
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
土
性
沙
羅
・
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

志
土
地
真
優（
旧
姓
向
田
）等
が
い
ま

す
。今
大
会
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
連

覇
の
伊
調
馨
氏
も
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

三
重
国
体（
全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全

度
会
町
宮
川
に
面
す
る
農
地（
田
）の
浸
水
面
積
は
約

61
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

一
見
知
事
の
現
地
調
査
に
合
わ
せ
て
参
加
を
さ
せ
て
頂

き
、浸
水
箇
所
を
調
査
し
ま
し
た
。温
暖
化
の
影
響
を
受

け
て
の
、局
地
的
な
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
は
甚
大
か
す

る
一
方
で
す
。災
害
に
対
す
る
防
災・減
災
対
策
の
重
要

性
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

対
策
調
査
特
別
委
員
会
」の
活
動
を
進
め
る
中
で
、あ
ら
た
め
て

私
た
ち
が
毎
日
食
べ
て
い
る「
食
事
」の
内
容
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。輸
入
に
頼
る
我
が
国
に
と
っ
て
食
料
自
給
率（
Ｒ

５
年
で
は
38
％
）を
上
げ
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、三
重

県
が
率
先
し
て
食
料
自
給
率
向
上
に
向
け
取
組
め
ば
、国
も
考
え

方
を
改
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
。住
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の

「
食
」に
対
す
る
安
全・安
心
へ
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
課
題
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
支
援
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

度
会
町
台
風
７
号
調
査

平
素
は「
三
重
県
議
会
議
員
中
瀬
信
之
」の
県
政
活

動
に
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

二
期
目
の
県
議
会
活
動
も
早
、１
年
が
た
と
う
と

し
て
い
ま
す
。当
選
を
さ
せ
て
頂
い
た
度
会
郡
選

挙
区
は
も
と
よ
り
、三
重
県
南
部
地
域
に
は
多
く

の
課
題
が
あ
り
一
つ
一
つ
挑
戦
し
な
が
ら
進
め
る

こ
と
が
県
政
全
体
の
発
展
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

昨
年
立
ち
上
げ
た
特
別
委
員
会「
食
料
自
給
総
合

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
食
料
や
生
産
資
材
の
輸
入
が
滞
り
つ
つ
あ
る
危
機
が

増
幅
し
て
い
る
今
、飼
料
に
加
え
て
、種
と
肥
料
も
考
慮
し
て
、

直
近
の
農
水
省
デ
ー
タ
か
ら
実
質
的
自
給
率
を
試
算
す
る
と
、

２
０
２
２
年
の
日
本
の
食
料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）は

37.6
％
だ
が
、実
質
は
も
っ
と
低
い
。野
菜
で
考
え
る
と
如
実
に
わ

か
る
。野
菜
の
自
給
率
は
80
％
と
言
う
が
、そ
の
種
は
９
割
が
海

外
の
畑
で
種
採
り
さ
れ
て
い
る
か
ら
種
が
止
ま
れ
ば
自
給
率
は

８
％
に
な
っ
て
し
ま
う
。化
学
肥
料
原
料
は
ほ
ぼ
全
て
を
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
。肥
料
が
止
ま
れ
ば
収
入
は
半
減
し
て
し
ま
す
。　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
鈴
木
宣
弘
資
料
よ
り
】

◇
食
料
自
給
総
合
対
策
調
査
特
別
委
員
会
が
令
和

５
年
の
５
月
に
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
は
前
号
で
紹

介
し
た
が
、月
日
を
重
ね
る
ご
と
に
委
員
会
活
動
は

進
み
、参
考
人
招
致
を
は
じ
め
県
内
外
へ
の
調
査
を

進
め
食
料
自
給
率・自
給
力
を
上
げ
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
痛
感
す
る
思
い
で
あ
る
。そ
の
中
で
も
印

象
的
な
の
が
、東
京
大
学
大
学
院
教
授
の
鈴
木
宣
弘

さ
ん
の
参
考
人
招
致
で
の
発
言
で
あ
る
。鈴
木
宣
弘

教
授
は
最
近
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
や
講
演
会
な
ど
で

日
本
の「
食
料
安
全
保
障
」の
観
点
か
ら
日
本
の
農

業
を
い
か
に
守
っ
て
い
く
か
早
急
に
手
を
打
た
な

委員会は食料自給率の向上に向けた総合的な対策に
ついて調査を行ないます。

1食料の安定供給と食料自給力の向上
2地産地消の取組み
3農林水産業の後継者・担い手の確保
4地場産品の充実
5食に関する教育の推進

重点項目にそった、参考人招
致や執行部からの聴取調査、
県内外調査を進めています。

県外調査 新潟県
新潟製粉株式会社
米粉の普及による食料自給率向上を目指した取
組みについて調査を行ないました。
米の年間消費は、昭和37年頃は年間消費量とし
て一人当たり約120㎏消費していましたが、令和
4年では50.9㎏と半分以下まで落ち込みました。
米の消費拡大に向け、新潟県が開発した微細製粉技術により、小麦粉同様の加工
性に優れた新規米粉は、小麦の代替品になり得るため米粉の消費拡大につなが
る取組みです。小麦の輸入は９割を海外に頼る我が国にとって期待が高まると
ころである、製粉コストの問題が大きな課題と考えられます。
新潟県議会にいがたAFFリーディングプラン
（新潟県農林水産業施策推進計画）
経営基盤の強化に向け、担い手への支援策や気候変動等に対応した技術対策等多
くの課題を抱えていることは、農業が盛んで食料自給率も100％を超えている新
潟県にとっても大きな課題である。
新潟食料農業大学
開学以来６年目の大学であるが、「食」と「農」と「ビジネス」を一体的に学び、高度
な専門性を持った「食」のジェネラリストを育てる大学である。私たちの食にかか
わる、生産・加工・流通・販売までを含む幅広い食品産業について調査を行なった。

５つの
重点調査
項　目

オリンピック４連覇の伊調馨氏と

松山代表と知事

試合会場

三
重
県
で
は
、昭
和
東
南
海
地
震
が
発
生
し
た
12
月
７
日

を「
み
え
地
震
・
津
波
対
策
の
日
」と
定
め
て
、県
民
の
皆

さ
ん
に
地
震・津
波
に
対
す
る
理
解
を
ふ
か
め
て
い
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、南
伊
勢
町
に
お
い
て「
高
齢

化
地
域
で
の
津

波
避
難
」
を

テ
ー
マ
に
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

み
え
地
震
・
津
波
対
策
の
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

食料自給総合対策調査特別委員会

調査会場にて

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）の
開
催
を
令
和
１
７
年

（
２
０
３
５
年
）の
開
催
に
向
け
具
体
的
な
調
整
を
進
め

る
こ
と
を
県
議
会
で
表
明
し
た
一
見
知
事
に
は
、こ
れ

か
ら
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

講
師
に
は
、岩
手
県
釜
石
市
で
、学
校
に
い
た
小
学
生

が
高
台
に
避
難
し
て
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
を

逃
れ「
釜
石
の
奇
跡
」と
評
価
さ
れ
中
学
生
の
防
災
学

習
に
携
わ
っ
て
い
た
瀬
戸
元
氏
、災
害
時
の
要
配
慮
者

支
援
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
同
志
社
大
学
社
会
学
部

教
授
の
立
木
茂
雄
氏
を
迎
え
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の「
み
え
の
防
災
大
賞
」に
は
、玉
城
町

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
松
山
稔
代
長
）が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

地
域
で
頑
張
る
多
く
の
防
災
組
織
が
地
域
の
安
全
・
安

心
を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。益
々
の
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

台
風
７
号
に
よ
る
道
路
冠
水
及
び
農
地
浸
水
箇
所
の
被
害
の
実
態
調
査



教育警察常任委員会三重丸会
調査
県議会有志の会での
調査日は、雨交じりの
ぐずついた日でした、
まずは大台町下真手
の「災害緩衝林整備事業」の調査です。近年頻発する豪雨等の異常
気象の増加をふまえ、立木や土砂の流出による災害発生の恐れの
ある渓流沿いの森林を対象に流木災害等を軽減するための森林
整備現場を調査しました。みえ森と緑の県民税を活用した取組み
で災害に強い森林づくりを行なっています。
２カ所目は、南伊勢町神前浦での「伊勢まぐろ」養殖場の調査は雨
の中のでありました。暖かい黒潮紀伊山地からのミネラルを豊富
に含んだ海水が混ざる漁場は、冬場の海水温度が低いため余分な
脂肪が少なく、またモイストペレットを与えることで、生臭さが
少なく美味しく仕上がるのが特徴です。地元では、伊勢まぐろを
使った「神前丼」が食べられます。
３カ所目は、大紀町錦の「伊勢ぶり」「伊勢まだい」の養殖現場の調
査です。一見勝之知事も参加をしていただきました。志摩水産高
校からの新採の職員や漁協が取組む漁師塾の塾生などが働いて
います。儲かる漁業の現場をつくることを目指し、高齢化や担い
手不足の解消を目指す。

県内調査

県外調査

三重県立特別支援学校西日野にじ学園
重点項目である「新型コロナウイルス感染症がもたらした児童生徒への
影響について」「子どもを取り巻く様々な問題から子どもを守る取組み
について」としており、感染対策により学校や家庭での過ごし方が変化
した児童生徒への影響や、いじめ対策、不登校児童生徒・障がい児への支
援など子どもを守るための様々な取組みをしている。西日野にじ学園
は、知的障害のある児童生徒が学ぶ学校で、小学部から高等部までつな
がるキャリア教育の充実に取組んでいる。児童生徒数の増加や多様化な
ど、西日野にじ学園における特別支援教育の現状と課題や、新型コロナ
ウイルス感染症の児童生徒の影響について調査を行なった。

三重県立北星高等学校
県内唯一の定時制・通信制併設校
である特徴を生かして、柔軟な学
習システムを構築し、多様な学習
ニーズや学習歴のある生徒が、安
心して学べる環境整備を行なって
いる。定時制・通信教育の現状と課
題や、新型コロナウイルス感染症
の児童生徒の影響について調査を
行なった。

兵庫県立神出学園
不登校生徒は年々増加しており、その対応
については喫緊の課題となっている。不登
校等で小・中学校などに行けなかったけれ
ども、自分の生き方や進路を見つけたい意
欲を持ち、寮での共同生活ができる23歳未
満の方が、「自分探し」と「自分づくり」を支
援する学園である。広大で豊かな自然と、
ゆったりとした時間の流れの中で、多彩な
体験プログラムを通して創造する喜びを見
いだし、寮での共同生活を通して自らの生
き方を発見していく神出学園の支援につい
て調査を行なった。

広島県警本部
県民の安全・安心のためのアプリ「オトモポリス」を令和４年２月
にリリースした。アプリには犯罪や交通事故などをマップ上で公
開し危険を知らせたり、ちかんや不審者を撃退する機能が備わっ
ている。このアプリを活用した広島県警本部の調査を行なった。

広島県教育支援センター
SCHOOL”S”（スクールエス）児童生徒（Students）が自分で選
んだ(Select)秘密基地(Secret)のようにワクワクする特別な
(Special)場所（Space）
令和４年４月に開設し児童生徒の個々の状況に応じた学びを支
援するためのセンターの取組みについて調査を行なった。

株式会社キャリアリンク（大阪市）
広島県教育委員会と連携して高等学校のカリキュラム改革のモデ
ルケースを作る未来の教育実証事業や、南あわじ市でのオリジナ
ルコアカリキュラムの企画・開発など教育プログラムの開発サ
ポートを行なっている。企業と学校現場をつなぐ教育CSR 活動の
コンサルタントを行なっている。家庭・学校・社会教育の教育プロ
ジェクトを通して学びに関するすべての人のキャリア発達をうな
がし共に学び合うネッワーク型ラーニングスタイルの実現と普及
を目指す取組みについて調査を行なった。

教育警察常任委員会では、今年の重点調査項目に
合わせて、県内外に調査を実施しました。

中瀬 信之  プロフィール住み良いまち住みたくなるまちに

〒519-0416 三重県度会郡玉城町下田辺455

三重県議会議員 中瀬信之事務所

TEL・FAX 0596-58-2800 
中瀬 信之→
オフィシャル
ウェブサイト

令和4年 環境生活農林水産常任委員会　委員長
令和5年 三重県議会議員二期目当選

食料自給総合対策調査特別委員会　委員長
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4月6日玉城町に生まれる
松阪工業高等学校卒業
法政大学経営学部卒業
JA全農グループ
三重農協食品㈱退職
玉城町議会議員初当選
から３期 議長
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（元）玉城中学校PTA会長

南伊勢町伊勢まぐろ
養殖場の船上にて

兵庫県立神出学園にて

県
政
に
対
す
る

一
般
質
問

（
９
月
定
例
月
会
議
）

Ｇ
７
伊
勢
志
摩
交
通
大
臣
会
合
が

三
重
県
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
三
重
県
で
の
国
体
・
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

県
有
施
設
駐
車
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

今
後
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
に
つ
い
て

質
　
問

県
が
有
す
る
施
設（
県
庁
舎
等
）の
駐
車
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
今
後
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
か
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。特
に
車
椅

子
駐
車
場
や
思
い
や
り
駐
車
場
に
は
、雨
天
時
に
利
用
し
や
す
く
た
め
に「
屋
根

付
」の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
考
え
る
が
県
の
考
え
を
伺
う
。

部

長

答

弁

県
有
施
設
に
お
い
て
駐
車
場
を
整
備
す
る
場
合
、雨
天
時
に
傘
を
さ
す
こ
と
が

困
難
な
人
の
た
め
に
、駐
車
場
に
屋
根
又
は
ひ
さ
し
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。一
方
県
有
施
設
で
の
屋
根
つ
き
駐
車
場
の
割
合
は
約
35
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。特
に
不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

設
置
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。今
後
の
対
応
は
、可
能
な
と
こ
ろ

か
ら
整
備
が
進
む
よ
う
、施
設
を
所
管
す
る
部
局
と
意
見
交
換
や
設
置
に
向
け

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
う
な
ど
、積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

質
　
問

Ｇ
７
三
重・伊
勢
志
摩
交
通
大
臣
会
合（
志
摩
市
開
催
）が
、６
月
16 
日
か
ら
18
日

の
間
で
開
催
さ
れ
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
だ
れ
も
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
交
通
」で

あ
り
、過
疎
地
を
含
む
地
域
に
お
け
る
、誰
も
が
公
平
で
安
全
に
利
用
で
き
る
公

共
交
通
つ
い
て
。内
容
は
①
地
域
の
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
て
、ど
の
様
に
取

組
む
か
。②
交
通
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

取
組
む
か
、に
つ
い
て
知
事
の
考
え
を
伺
っ
た
。

一
見
知
事
答
弁

会
合
の
テ
ー
マ
が「
地
域
に
お
け
る
移
動
手
段
の
確
保
」が
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
、し
か
も
志
摩
市
で
開
催
さ
れ
た
事
は
非
常
に
意
義
深
い
。県
内
に
は
交
通

不
便
地
域
等
が
多
く
存
在
し
、県
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
を
支
え
る
新
た
な
移
動

手
段
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
。特
に
、高
齢
者
が
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
で
き
る
環

境
づ
く
り
や
、通
学
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
の
移
動
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
急
務
で
あ

る
。今
後
に
つ
い
て
は
、高
齢
者
や
若
者
の
移
動
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
移
動
手
段
の
確
保
に
取
組
む
市
町
を
強
力
に
支
援
す
る
。

質
　
問

県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
の
三
重
県
で
の
早
期
国
体
の
開
催
を

ど
の
様
に
受
け
止
め
て
い
る
か
、時
期
国
体
の
開
催
に
つ
い
て

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

一
見
知
事
答
弁

三
重
県
が
２
巡
目
を
や
ら
な
か
っ
た
県
と
言
わ
れ
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
こ
と
が
、一
番
大
事
。い
つ
開
催
で
き
る
か
検
討

を
す
す
め
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、11
月
定
例
月
会
議

の
知
事
説
明
で
三
重
県
と
し
て
は
、令
和
17
年
、２
０
３
５
年
の

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
を
め

ざ
し
、具
体
的
な
調
整
を
開
始
す
る
こ
と
と
す
る
。開
催
に
向
け

て
、令
和
３
年
ま
で
の
準
備
で
培
っ
た
経
験
や
レ
ガ
シ
ー
を
生

か
し
、簡
素・効
率
化
も
図
り
つ
つ
開
催
の
実
現
に
つ
と
め
る
と

公
表
し
ま
し
た
。

観
光
政
策
に
つ
い
て

質
　
問

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
組
む

か
。特
に
南
部
地
域
に
お
い
て
は
、農
業
や
水
産
業
と
の
連
携

が
重
要
考
え
を
伺
う
。

部

長

答

弁

観
光
産
業
の
成
長
が
三
重
県
全
体
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
観
光
振
興
に
取
組
む
た
め
３
つ
の
視
点

「
旅
行
者
よ
し
」「
事
業
者
よ
し
」「
地
域
住
民
よ
し
」で
観
光
推

進
を
す
る
。南
部
地
域
で
は
、主
要
な
産
業
が
農
林
水
産
業
で

あ
り
、加
え
て
第
三
次
産
業
従
事
者
の
割
合
も
多
い
こ
と
か

ら
、そ
こ
で
し
か
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
料
理
や
地
域
の

食
文
化
を
提
供
す
る「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
推

進
を
は
か
り
な
が
ら
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
に
し
っ
か

り
と
取
組
む
。

　


